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 TAV3シリ ーズ
1 空気圧機器 I 取扱説明書

●配管径および空気圧機器（エアフィルタ ・ エアレギュレータ ・ エアル
ブリケータ ・ 方向切替弁等）は、エアモータの空気消費量に見合った
口径のものを使用してください。
細い配管や口径がエアモ ータより小さい空気圧機器を使用すると圧力
損失が大きく、必要な出力が得られないことがあります。エアモ ータ
のポート径より一段あげた配管が適当です。

●空気圧入口側にエアフィルタ ・ エアドライヤ等を設置し、ゴミ ・ 水分
等を除去した清浄な空気を使用してください。

●高速で使用の場合、背圧のあがらないよう回路の構成に注意してくだ
さい。

このたびエアモ ータTAV3シリ ーズをこ採用いただき、まことにあり 2) 許容荷重
がとうこざいます。
ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいただき、正しくこ使用くださ
いますようお願いいたします。

1 エアモータ取付時の注意事項
l) 取付け（全機種、 取付方向•取付角度は自由です。）

●エアモータのシャフト先端への曲け荷重（ラジアル荷重やスラスト荷重）
は、作動不良の原因となりますので避けてください。ラジアル荷重、
スラスト荷重がかかる際は、許容荷重の範囲内でこ使用ください。

一
●支持金具は図に示された支持金具の取付範囲に取付けて使用してくだ

さい。
●六角穴付きボルトは1~1.6N • m (l 0~l 6kgf • cm)のトルクで

締付けてください。

支持金具取付範囲 支持金具取付範囲
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一
●支持金具取付けねじは左ねじです。取付け、取外しには特に注意して

ください。
●支持金具は20~24N • m (200~240kgf • cm)のトルクで本体に

締付けて使用してください。
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●金具取付けねじは右ねじです。
30~38N • m (300~380kgf· 
cm)のトルクで本体に締付けて使
用してください。

●金具取付けねじは右ねじです。30~38N • m (300~380kgf • cm) 
のトルクで本体に締付けた上で、止めねじで固定してこ使用ください。

心注

心注 意

ラジアル荷重

スラスト荷重 ― 

シ リ ー ズ 形 式 番 号 ラジアル荷重N スラスト荷重N
TAV3S-10※ 41.0 40 9 

TAV3※-10 TAV3S-10※G005 70.0 73.5 
TAV3R-10※ 39.0 32.7 
TAV3R-10※G005 66.5 65 5 
TAV3S-20※ 137 104 
TAV3S-20※GOO5 233 162 

T AV3※-20 TAV3S-20※G023 392 198 
TAV3R-20※ 137 99 
TAV3R-20※G005 233 162 
TAV3R-20※G023 392 198 
TAV3S-45※ 157 147 
TAV3S-45※G003 242 236 
TAV3S-45※G005 284 276 
TAV3S-45※G019 435 423 

TAV3※-45 TAV3S-45※G031 512 501 
TAV3R-45※ 167 157 
TAV3R-45※G003 255 236 
TAV3R-45※GOO5 294 285 
TAV3R-45※G019 459 432 
TAV3R-45※G031 541 511 
TAV3S-65※ 343 382 
TAV3S-65※G004 539 598 
TAV3S-65※GOO7 666 735 
TAV3S-65※G016 843 941 

TAV3※-65 TAV3S-65※G030 1049 1166 
TAV3R-65※ 382 421 
TAV3R-65※G004 588 666 
TAV3R-65※GOO7 745 823 
TAV3R-65※G016 941 1058 
TAV3R-65※G030 1176 1303 

注）ラジアル荷重は、 出力軸中心における最大許容ラジアル荷重を表します。

3) 配管
●空気圧機器（エアフィルタ ・ エアレギュレータ ・ エアルブリケ ータ ・

方向切替弁等）はできるだけエアモータの近くに取付けてください。
●TAV3Sシリ ーズ（正転）の回転方向は出力軸から見て左回転です。

またTAV3Rシリ ーズ（正逆転）は、Fポ ート加圧時は左回転、R
ポート加圧時は右回転となります。

□: TAV3Sシリ ーズ TAV3Rシリ ーズ
F ポ ート

排気ポ ー

Fポート……正転Rポート……逆転

意

被駆動物の軸心に対して狂いのないよう芯出ししてください。
芯出しが不十分ですと、作動不良の原因となるおそれがあります。

空気圧機器の故障の主な原因はゴミなどの異物です。配管前に管内を
圧縮空気0.2MPa(2.0kgf/cni）で清浄し、切粉 ・ シールテープの切れ
端 ・ ゴミ ・ 錆などが絶対に配管内に入らないよう注意してください。

4) 潤滑油（グリ ー ス）
●減速機付の機種には、出荷時、プラネタリィギア構成部にダフニーエポ

ネックスEP-No.l（出光興産）を封入しています。

5) 給油
●空気圧供給側にエアルブリケータを設置して、噴霧給油をしてください。
●給油用の潤滑油にはJIS 1<2213-1種僚窃珈タービズ由ISO VG32) 

相当品を使用してください。
●給油量は、TAV3※-10とTAV3※-20は1分間に2~3滴、

TAV3※-45とTAV3※-65は1分閻に3~4滴程度が適当です。

2エアモー タ運転時の注意事項
1) 始動運転

●回転方向が正しく得られるよう配管されているか確認してください。
●計画通りの空気圧力と空気量が確保されているか確認してください。
●エアルブリケータの給油量を正しく調整してください。
●被翫動物の軸との軸芯の狂いはないか確認してください。
●無負荷での連続運転は避けてください。無負荷で空転を続けますと回

転が上がりすぎ、エアモ ータの破損の原因となります。
●試運転時は絞り等により徐々に回転数を必要回転数まで上げてください。

最大出力時回転数を超えるとエアモ ータの破損の原因になります。必
す回転計で回転数のチェックをしてください。

●ベーン形エアモータは高速形ですが、最大出力回転数を大きく超えた
回転数での使用は、エアモータの寿命を極端に短くします。また、低
速回転での使用は効率が悪くなります。推奨回転数は(0.3~l) X最
大出力回転数の範囲です。

小注 意

給油が不十分な場合には寿命低下 ・ ベーンの破損またはモ ータハウジ
ングの焼付等のトラブル原因となります。エアルブリケータは極力工
アモータの近くに設置してください。

2) 常時運転
●エアモータの最高使用圧力はD.7MPa(7.1 kgf/cm)です。また、

カタログ表示の定格出力は0.5MPa(5.1 kgf/cm)の空気圧で得ら
れます。

3！尺望9グリ ー ス）

●減速機付のエアモ ータには、減速機部に最低限月1回グリ ースを注入
してください。
※推奨グリ ースはダフニ ーエポネックスEP-No . l（出光興産）

です。

注入はグリ ースニップルより行ない、グリ ース量は下表に示します。

形 式 記 号 グリ ース量(g)
T AV3※-10※ 2
TAV3※-10※G005 2
T AV3※-20※ 2
T AV3※-20※G005 2
T AV3※-20※G023 4 
TAV3※-45※ 4 
TAV3※-45※G003 4 
T AV3※-45※GOO5 4 
TAV3※-45※G019 8 
T AV3※-45※G031 8 
TAV3※-65※ 8 
TAV3※-65※G004 8 
TAV3※-65※GOO7 8 
TAV3※-65※G016 16
T AV3※-65※G030 16

2) 給油
●エアラインのエアルブリケータも定期的に点検し、減っている場合は

補給してください。

記載内容は予告なしに変更させて頂く場合がありますのでご了承ください。
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